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　結婚式の基本アイテムと言えばやはり料理。最近ではイ
ンスタグラムの影響などで、見栄えも求められる中、その
クオリティ向上は常に求めていかなければならない。今号
では、各企業の厨房を担う料理長へのインタビューを実施。
飽くなき料理への追求心と共に、ウエディングの潮流にど
のように対応しているのかを紹介していく。
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照明との相性考慮
皿に仕掛けたシンデレラの魔法

　東京ディズニーランドホ
テル（千葉県浦安市）の浜
野章一郎氏は2016年12月に
総料理長に就任。4月から
提供する新しい婚礼メニュ
ーの開発に、昨年から注力
してきた。同ホテルのウエ
ディングは、シンデ
レラ城内で挙式を行
うことが可能。1日
1組限定受注のラグ
ジュアリープラン
だ。提供する料理も、
シンデレラ城で式を
挙げた夢の世界の余
韻に浸れるよう、工
夫を凝らして考案し
ていると語る。
――新ウエディング
メニューの開発で心
掛けたことは。
　「前菜からデザー
トまで、3品から好
きな1品を選べるコ
ースについては、横
のラインでも縦のラ
インでも食材が被る
ことがないように気を付け
ました。複数の食材から選
ぶ楽しみを提供しながら、
前菜、魚、肉料理と選び進
めていっても、食材が被る
ことを気にせず選択するこ
とが出来ます。例えば横の
ラインで言うと、魚料理の
3品は鯛、アワビ、イセエ
ビとすべて異なる食材のラ
インナップ。縦のラインで

例を出すと、海老を使用す
るにしても、前菜にはオマ
ール、温前菜にはスキャン
ピ、魚料理にはイセエビと
材料を変えています。この
メニュー以外にも、私と相
談して作り上げるコースも
用意しています。」
――ベースで用意する料理
について特にこだわったポ
イントは。
　「魚料理は、3品共通で、
ある仕掛けをしています。
皿に銀粉で数字を描き、シ
ンデレラの魔法が解ける寸
前の時刻である11時55分
の場所に赤い花びらをあし
いました。金粉とも比較し
ましたが、銀粉の方がバン
ケットの照明と相性が良か
ったです。」

　「魚と肉料理の間
に食べる口直しは通
常シャーベットです
が、これだと冷たす
ぎると感じました。
魚料理の間に口を潤
し、肉料理への食欲
へ繋げて欲しい。そ
のため氷の器に入れ
た、野菜とフルーツ
のスープを提供しま
す。食材が凍ってい
るのと、周りを冷や
しているのでは、冷
たさが違いま
す。ラインナ
ップは赤はイ
チゴ、緑はメ
ロン、オレン
ジはマンゴー

などを使用したスー
プです。」
　「肉料理の付け合
せのサラダは、2つ
の意味を込めて提供
します。花嫁のブー
ケをイメージしたも
のが一つ。もう一つ
は、フレンチの正餐
では肉料理の後には
サラダが入るので、

それを意識しました。コッ
プに葉物野菜を入れ、その
下にドレッシングを。食べ
る時にブーケをほぐしドレ
ッシングを自らかけます。」
――シェフを志したきっか
けを教えてください。
　「実家は仕出し店。神社の
婚礼などにも提供していま
した。その影響で和食調理
人を目指し調理学校へ。こ
れまで食べてきた洋食は、
家庭で作るハンバーグくら
いだった私は、学校で習う
美しい盛り付けに衝撃を受
けました。食べてみたいと
いう気持ちが、自分で作り
たいという気持ちになり、
洋食の道に進むことを決意
しました。」

総料理長

浜野章一郎氏

東京ディズニーランドホテル

ジャン・ジョルジュ 東京
米澤文雄シェフ

　オープンわずか9カ月で、ミ
シュラン一つ星を獲得。写真
は、同店のスペシャリティ料理
「エッグキャビア」。

星付き名店インタビュー（5面）
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▲ シンデレラの世界観を表現したコース

料理の レベルUP
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　花巻温泉（岩手県花巻市）は、4月、運営するホテル紅葉館
にバンケット「フォレスト テラス」を追加、さらにホテル千秋
閣の宴会場「ブランエール」をリニューアルする。5〜30名の
少人数ウエディングの受注が増加傾向にあるなか、改装を機に
30〜50名の中人数規模の提案強化を狙っており、それぞれ20
組ずつの受注増加を目標に掲げている。改装の概要を追った。

リニューアルオープンする。
　「コンセプトは『森』。天井
はウッド調で、壁面は270度が
ガラス張りのため開放感を感
じられる造りになっており、
窓の外には山に囲まれた景色
が広がります。リニューアル
に伴い、中華だけでなく、和
洋折衷の食事を提供していき
ます。」（ブライダル事業部課
長・川村義秋氏）
　フランス語で「白い翼」を
意味するホテル千秋閣の新バ
ンケット・ブランエールの収
容人数は30～50名。リニュー
アルオープンは 4 月下旬を予
定している。

　もともとは婚礼だけでな
く、会議などにも使用できる
ようなシンプルな造りだっ
た。宴会場の新コンセプトは

「光」。白を基調に統一された
空間には、LEDパネルが埋め
込まれた柱を 5 つ設置してお
り、発光する仕組み。純白の
2 人が光に向かって飛び立つ
様子を表している。
　「温泉街のため、その他エリ
アからの流入があれば、宿泊
の稼働率アップにも繋がるメ
リットも生まれます。リニュ
ーアルを機に、ウエディング
と旅行、両方の想い出作りを
担っていきます。」（川村氏）

　少人数ウエディングを希望
するカップルは、岩手県内で
も増加傾向にある。花巻温泉
が運営するホテル紅葉館とホ
テル千秋閣は、最大25名まで
収容可能な少人数用バンケッ

トを 2 つずつ所有している。
家族だけという10名規模の婚
礼受注もあるといい、ニーズ
の多様化に対応してきた。
　今回のリニューアルは、人
数増加を目指し中規模会場で
実施した。親戚などの列席を
促し、30～50名の中人数ウエ
ディングに繋げていきたい考
えだ。年間それぞれ20組の受
注増加を目指していく。

　ホテル紅葉館
は、中人数用の
バンケットを所
有していなかっ
たことから、中
華レストランだ
っ た ス ペ ー ス
を、40～70名向
けの宴会場・フ
ォレスト テラ
スに、4 月中旬
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◦ブライダルのトレンド情報	 ◦ウエディング関連ニュース
◦フォトウエディング作品	 ◦取材こぼれ話　などなど

ブライダル事業部課長
川村義秋氏

▲ 森がコンセプトの「フォレスト テラス」は270度がガラス張り

▲ 白を基調とした「ブランエール」

〔花巻温泉〕

 


